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　Abstract: The Upper Cretaceous Himenoura Groupトis one of the type areas for the Upper
Cretaceous strata in Southwest Japan. This group distributed at the Shimokoshikijima and
Tairajima Islands is composed of four formations, in ascending order, Ｕ- I ，u- n, u-Ⅲ, and
U-IV Formations, ranging from the Lower Campanian to the:Lower Maastrichtian. U- I For-
mation consists of muddy stone or fine grained sandstone. U-II Formation is divided into two
members, U- n ａ Member (cross bedded sandstone) and U-IIb Me皿ber (mainly sandy mud-
stone and cross bedded sandstone). U-ⅢFormation is divided into two members, Ｕ-Ⅲａ Mem-
ber (cross bedded sandstone and alternating beds of thick sandstone and mudstone) and Ｕ-Ⅲｂ
Member (alternating sandstones and mudstones ). U-ⅣＦｏｒ皿ation is composed mainly of
mudstone, often intercalating turbidite sandstones and
‥ｓ!ump
beds｡
　It has been infered that the sedimentary environments repeated thrice from the lower sub-
tidal t６ the intertidal in U-I to Ｕ-Ⅱ!Formations, and then the basinしfloor rapidly subsided
inU-ⅣFormatior!. This lithofacies change could be caused by the progradation and retrogres-
sion of the fan de!ta, and the tectonic movement of the Median Tectonic Lines｡
　Abundant inoceramids have been obtained 込this area. Among them, Sphenoceram・schmi一
心i and?ｏｃｅｒａｍｕｓ(ＰｌａtｙｃｃＴ･ａｍｕｓ)spp. are important.　Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｃｈｍｉｄti，which is a
index species of the upper Lower Campanian, occurred in u-n ｂ Member and U-IV Formation.
Namely its range may have ｅχtended to the Maastrichtian. Most of specimens belonging to
subgenus Plaりceramus occurred in Ｕ- Ｈ ｂ Member, and they have been classified into several
”allied species". These two inoceramid groups should be restudied biostratigraphically and
paleobiologiむally, in the future.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一才　　　・＼コ　　　　：
　　　　し　　　　尚　　　　　は‥･じトめコに
　鹿児島県甑島地域（第１図）の上部白亜系は伊木(1920)の調査（20万分の１の地質図幅「甑島」）
で分布が示され, Matsum。to (1954)により姫浦層群相当層とされた。その後，本地域の白亜系
の層序学的，古生物学的研究は天野ら(Amano, 1957 ；天野・古閑, 1971など）,地質調査所（田
中・寺岡, 1973 ；井上ほか, 1982)及び田代ら（田代・野田, 1973 ；Tashiro, 1976など）の一連
の研究がある。このうち，田中・寺岡(1973)は堆積相について，田代・野田(1973), Tashiro
158 高知大学学術研究報告……第3S巻ﾚ＼（.･1り89)･..=.･=.一万1･=自1万然科学六白………
ki
第１図
鹿児島甑島地域の姫浦層群の層序と堆積相ニ(加納・利光・田代) 159
(1976)は化石相に重点を置き，詳細な層序の検討をした。しかし，前者の岩相層序区分は天草下
島の姫浦層群をも含めた後者のそれとは異なり，層序が逆転する部分もある（第２図）。
　近年，最上部白亜系の化石層序及び国際対比については，欧州標準地域の露出状況の不備から再
検討の必要性が生じている。甑島の姫浦層群は二枚貝化石が豊富で，岩相も粗粒浅海性堆積物から
細粒遠海性(open shelf)堆積物まで変化に富み，白亜系最上部の化石層序，動物変遷を知る上で，
本邦では重要な地域の一つである。また，甑島地域の延長に当たる天草下島の姫浦層群ではTashiro
et al.(1980)により，上方粗粒化堆積サイノクルに着目した岩相層序区分が提唱され，堆積学的に
も再検討が迫られている。幸い，下甑島では最近道路の整備が進み，島内部の地層が容易に観察さ
れるようになり，同時に多量の化石も得られたことから，従来の層序区分の吟味も可能となっ犬た。
以上の観点から当地域（特に下甑島と平良島）の姫浦層群の岩相，ｲﾋ石相を調査し，層序及び堆積
相の検討を行った。　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　／　　　　　　　　　　犬
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　　　　　ノ　　　　第２図．岩相層序対比表　　　　　　十
　左２つは甑島地域，一番右は天草下島地域，右から２つめは両地域を
兼ね，右端にその地質時代を示す○　　　　　　　　　　　　　．・　･Ｉ　　　　．　．･･
160
　調査地域めほぼ全域に上部白亜系が分布しし√平良島の北端で古第三系と断層巾芒接して=いる。∧調査
域の南側:,とぽφ薪世花鴎1岩類が広く分布し乱,:右元:あjT::ﾚ柚φ=
I
/↓万丿尋而∠jﾉ臨)=,ﾉ＼万夫ji4:森丿遍瓜ヽぞａ一
部ホルンプｊノレス化∇してjおり，ま=たしば七¨ば火成岩岩脈が白亜系を貫入ぐじている=ﾑ………=構造万的には下甑
島ではＷＮＷ系め正断層により，ﾉ地層の繰り返しが見ﾉられ=る鵠……JJ÷般に走向WNW,
:約加9jﾋ傾斜
=のため,ﾀﾞ大局的には北ほど若い地層が露出する。]平良島では北に緩くﾌﾟﾉやﾂﾞｼﾞずる:向斜構造φため
高度の高い所,し及び北方ほど若い地層が露出七でいる/6……＼＼j=｡………=,くト………＼]＼…………………2＼………j………………ニ……
　　　　　　‥‥‥‥‥‥I‥　‥‥層∧序＼各j=≒y論＼＼=/＼＼…………ﾉ………=……………=……………,……:
I=……:ｹ･j………j……………………
れた。今回の報告で4:まこの区夕}
Ｉ～Ｕ-Ⅲ層,コ平良島ト(中甑島)
て報告されて
層から母丿henoceramus 。ientalisを報告している。
　Ｕ順層万……:（層厚400 m以上）ﾌﾟ‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥j……◇……=I，
u-n層は下甑島の鷹落浜,＼吹切浦から浮水浦,／中山浦まｻさ
布している6主とﾚしで砂岩√泥質砂岩及び黒色の泥質岩か
木層はTashiro (1976)ﾄによjうてしdl瓦とじnbの……21･
ﾋﾟＵよ叩層･の４層に区分さ
:でい=るよ下甑島にはＵ-
い=るぶ･=.･jなお地質図を第１
(野田(1973)によっ
してﾚしまい確認すると
岩相によｽらｻごＵ一耳犬b部層をbILしbﾄ2, b 3 1こ細
,……Tashiro (1976･）.j･1ま本
･･つぷ･ら………）円一崎周辺に分
Ｕ付層を整合に覆う。
;てい]る]がに今回さ:らに
　ａ部
I
I覆〈〉　　＼　‥‥‥‥‥‥‥‥1　　　　∧:……/……………………∧∧……∧∧△トト…………＼ｿ…………:……ﾉ………………:=　∧　/
　鷹落浜,∧吹切浦及び夜萩浦に分布する。主に斜交層理の発達=しﾉだ中ト粗粒の砂岩からなるが。頻
繁に薄ﾚい泥質砂岩をはさ＼み互層状を呈ずる6∇砂岩単層は最ﾚも厚い部分TIO卜印?であくる。これらφ
互層の層理面は全般的に昧低角度の斜交層理でflaserﾚ……bedding (Reineck and Wunderlich, 19り8）
に類似し,＼まjれに厚さ30?程の平板状斜交層理砂岩を挟むレ………=Jﾚﾉ……=ﾚﾚ………:ﾉﾚ……………＼万……………＼……万　=J:　　　＼
下部Tぐはこﾉの砂岩に時折無層理の厚さﾆ2ﾚ～＼3m程の灰色中粒砂岩が挟まれに多数φチ４ﾚ÷ブ状生
痕が観察ざれる。　∧　入……万　:　　　………j‥‥‥　‥‥‥1………＼①…………
I.
ﾉ………
I
＼ …
I
ﾚﾉ………ノ巾,ﾚ･ﾄ……∧……万ﾉﾉ……∧＼‥‥‥‥‥‥　‥‥
上部で=は下部と同様のflaser beddingの発達した砂岩に約:4……卜10mおjき4こ厚参約ﾚ5＼ト30cin程度ので=は下部と同様のflaser beddingの発達した砂岩に約:4……卜
砂岩層四卓越する砂岩泥岩互層が挟まれる０..･互層部で砂岩はレ10
砂質泥岩には平行葉理め存在するもﾉのがあり,上しばしﾉば生物擾乱
がズラツプ性徴摺曲構造を示して卜るものやレ無層理砂岩の下底
どが見られるレまた夜萩浦では砂岩泥岩互層部にス＼ﾄ＼÷み:性堆積
持つ砂岩層も観察したノ1…………宍=　／　犬　　　六万………………∧＼………万……j………ﾚJ
化石は全層準にわ:たつてYaadia丿aponicaしおよびｻ=
鹿児島甑島地域の姫浦層群の層序と堆積相　（加納・利光・田代）
?』
!i?c
iy? *=
R
S
g.N
ご芸こ９ヽiS　･･ε.I･Ｃ
篤 ″
『
● ’ ･ －
s･=　HCS
みWR。
　　SSL 5
Ｓ
●･ａみ
緋心
弘
?
??
??
?? ??????????
廿ｆ SSL LnN゜ε
???
????
Ｇ
??
I　Hcs g
ご
　LEGEND
入　Chondriles
･･-　eackfilled burrow uith feces
Wｇ
TTT
徘
こ
山
Xxt
Tosalorbis
Skolithos　　・
Thai assj noides
Ophiooorpha
Zoophycos?
Backfilled burrow bv
　　bivalve or echinoid
ぐI　Sand or ●udpipe
cｲ）Lair-for● concretion
ａ
‰
Irregular for≫concretion
Bioturbation
Pebbly ffludstone
Sluip folding
Sandstone blocks
Mudstone blocks
Tuff
Bedded nudstone
Mudstone with
　sandy laninae
Sandy nudstone
Muddy sandstone
Atiernating Budstone
　　　　　－and sandstone（●ｓ＞ss）
Alternating ■udstone　and sandstone（●s≦ｓs）
Cross bedded sandstone vlth
　trefluent auddv layers
Cross bedded sandstone
　(thick beds)･
Sandstone bearing
　lots of Budstone breccia
　　　　第３図．甑島地域の姫浦層群上部亜層群の総合柱状図
　略号ＨＣＳ:ハンモック状斜交葉理，ＷＲ：波状漣痕;, SSL: storm sand
laveＴＳ，Ｓ; ＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｉＴｉｕｓｓｃｈｍｉｄti密集層，£:ウニ密集層，Ｃ:ウミ
ユリ，０:カキ密集層，ｇ:Ｇ砂りｍｅｒiｓ密集層（小型），Ｇ：Gl'ｖｃ'ｙｍｅｒiｓ
密集層（大型），ｙ: Ｙａａｄｉａ密集層，7:イノセラムス密集層，Ｎ:含
Nanonaりiｓ泥岩層，ｎ:オウムガイ
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凡例は（第３図）と同じ。
在していることが普通で，流れ込み状の密集レンズをなすこともある（図版Ⅵ-7）。これらの密集
レンズは各種が同数で混在していることはなく，必ずある特定め:種が卓越して産する。レンズの
厚さは小規模なもので約5 cm, 大規模なもので約50 cm程度で，その径は最大で４ｍ程であるが，
Glｙｃｖｍｅｒiｓが多数を占める場合は径30m以上の大きな密集層をつくることがある。これらのレン
ズは斜交層理砂岩中に存在するが, Glyりｍｅｒiｓの大型の密集層の場合は無層理Tだ，多くの場合周
囲の砂岩より若干泥質である。密集層中の化石の殻の向きはいずれjも不規則で弗ﾚるが，　Glｖりｍｃｒiｓ
とYaadiaには合弁のものも少なからず見られ，特に後者にそめ傾向が強い。またそのほかに小型
の二枚貝がしばしば小さなレンズ状に密集する。夜萩浦の本部層上部（ＹＨ,２）からＩａｏｃｅｒａｍｕｓ
cf. balticusが産した。　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ=し
　ｂ部層　　　　　　　。●　　　　　　　　　　………＼……………
　ｂ部層は鷹落浜，吹切南部，吹切浦北部から中山北部，下甑島北端円崎周辺に分布している。こ
のうち円崎で，ｂ部層のほぼ連続層序が得られる。ｂｌは主に泥質岩，ｂ２は砂質岩，ｂ３は泥質
岩からなる。ｂ部層は島北部中山付近では厚く(250m以上），島北端部円崎では薄い（190m以上）。
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　　u-n ｂ ｌ の最下部はａ部層から漸移しており，大崩林道沿いでは無層理の細粒泥質砂岩ないし
は砂質泥岩で，吹切浦北部では５ｃｍ以下の薄い茶灰色砂岩と厚さ30cm以上の暗灰色泥岩の互層，円
崎では砂岩優勢の互層である（図版Ⅲ）。泥質砂岩はしばしば生物擾乱を受けている。茶灰色砂岩
にはしばしば平行葉理が発達している。大崩林道では下部～中部は砂質泥岩からなり，多くの場合
無層理である。吹切浦北部では下部から中部にかけて砂岩泥岩互層から無層理の泥質砂岩～砂質泥
岩へと移化する。円崎では，砂質葉理を頻繁に挟む泥岩である。砂質泥岩～泥質砂岩中には時折
Ｚｏｏｐｈ.'ｖｃｏｓ?（図版VI-2)やチューブ状生痕が観察された。上部は細粒の厚い暗灰色泥岩と砂質泥
岩との互層であるが浮水浦南部では砂質泥岩の割合がかなり増兄ている。また２ｍ程の厚さの酸性
凝灰岩層が一層挟まれる。泥岩中には砂質葉理が見られるが，生物擾乱を受けて無層理になってい
る部分も多く見られる。泥質部では全層準にわたって径5～30cmの石灰質ノジュールが見られる。
また直径３ｃｍ程のパイプがネットワーク状に，大きなもので幅１ｍ，高さ0.3m程に広がった住ま
い跡生痕もしばしば観察された。最上部は砂岩泥岩細互層となり，上方ほど砂岩勝ちとなり上位の
ｂ２へ漸移していく｡。
　ｂ２は浮水浦と円崎に分布する。そめ最下部は岩相がｂ１から漸移している。主体はflaser bed-
ding状の斜交層理の発達した中～粗粒の砂岩である。各セットの厚さは約5～10cmであり，下位
のu-n aのものに比べやや小型であり，5～10°の低角度で斜交している。最上部は上方へ向かっ
て次第に泥質岩を挟み互層状になる。
　ｂ３は円崎と浮水浦に分布し，その基底部は砂岩泥岩細互層から始まり，下部，中部は暗灰色泥
岩となる。暗灰色泥岩中には生物擾乱を受けている部分を除いて砂質葉理がよく観察され，不定形
の径5～30cmの石灰質ノジュールが各所で見られる。また直径2cmのパイプ状生痕も観察された。
上部は層状泥岩（bedded mudstone)からなり，厚さ約３ｍの酸性凝灰岩層を一層挟む。最上部で
は砂岩薄層を挟み,十上方へ向かって粗粒物質が多くなっていく。層状泥岩の単層の厚さは30cm以下
で，平行葉理が発達しているが，生物擾乱のため無層理に見えるところもある。その他Ｃｈｏｎｄｒitｅｓ
や長さ１皿以下のChondrites様の生痕化石(fecal backfilled tube : 図版VI-8）も観察された。
　化石はｂ１で豊富であり，その暗灰色泥岩中には多数の異常巻アンモナイトGlｙｐtｏｘｏｃｅｒａｓ cf.
ｉｎｄｉｃｕｍの破片が多数含まれる。｀またその破片が密集して他の貝殻片などと一緒に石灰質ノジュー
ルを作っていることがある。この泥岩中からはまれにオウムガイＣｙｍａtｏｃｅｒａｓ sp. も産出する。
Glｖｐtｏｘｏｃｅｒａｓに伴っでNanonavisろravisやＴｅｎｅａ ｊａｐｏｎｉｃａも多産し，合弁ないし両殻のそろっ
ているものが多いが，それらが片殻に分離したり破片化して密集小レンズを造っていることも多い。
　またウニも泥質岩中に普遍的に産するｏ　Ｅｎｄｏｃｏｓtｅａ, Ｐｌａt^ｖｃｅｒａｍｕｓ，Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓなどのイ
ノセラムス類も多量に産した。これらのイノセラムス類は暗灰色泥岩中に比較的稀に１個体ないし，
多くても２，３個体が集まって合弁で地層面に対して水平に産することが多い。また泥質砂岩では
大小様々の個体が，多くは合弁のまま地層面に対して不規則な方向をむいて比較的狭い範囲から多
量に破片も伴って産することが多い。両者間の産出種に大きな違いはない。
　ｂ２の砂岩ではまれに£0X0 japonicaやYaadia japonicaが厚さ5cm以下の密集小レンズを作っ
ている。
　ｂ３の暗灰色泥岩中の産出化石と産状はｂ１と同様であるが，こうした産状の他に， Ｓｐｅ几ｏｃｅｒ-
amus Schmidtiはｂ３上部の層状泥岩中に長径１ｍ，厚さ15cmの，本種だけからなるレンズ状密集
層をなしている。このレンズ中の標本は非常に保存が良く，すべて地層面に平行で，多くのものが
合弁や殻の開いた状態で産した。またこの層状泥岩はＳ，ｓｃｈｉｎｉｄtiがごくまれに密集レンズをなし
て産する以外は他の二枚貝をほとんど産しないことで特徴づけられる。
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　　U-Ⅲ層（層厚390 m以上）　　　　　　　　　　　　　　＼
　本層は下甑島の中山北部から平瀬崎までと，平良島南東端の狭い地域とに分布している。主とし
て斜交層理の発達した厚い中～粗粒の砂岩と５ｍ以下の砂岩泥岩互層が10～数!Omごとに繰り返す
岩相変化を示す。基底部は下位のＵ-ｎ層を整合に覆うトTashiro (1976)は本層を岩相によってａ，
ｂめ２部層に分けているが，平良島南東端に分布するＵ-Ⅲ層最上部は明らかにtにⅢｂとは岩相が
異なるので，新たにｃ部層を便宜的に設けた。ｂ部層とｃ部層め関係は両者が海で隔てられている
ために正確にはわからないが，天草下島との層序の比較から恐らく整合だと思われる。
ａ部層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト………;……　　…………
　本部層は下甑島の中山北部から寺家，熊ケ瀬鼻，平瀬崎ま‥で分布する。基底部は泥岩勝ちの砂岩
泥岩互層で上方へ向かい次第に砂岩勝ちとなっていき，斜交層理の発達した中や粗粒砂岩に変わる。
　下部は斜交層理の発達した中粒青灰色砂岩からなり，しばしば平行葉理を待った厚さlOcm以下の
黒色泥岩や50cm以下の砂岩泥岩薄互層を挟む。寺家では厚さ211程の炭質泥岩層もj観察された。斜
交層理砂岩のセットの厚さは20～30cmであり，10°/以下の低角度亡斜交しているレまだ砂岩中には
稀に黒色泥岩榛がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　尚
　中部は斜交層理の発達した中～粗粒砂岩から上方へ向かうに従って砂岩勝ちの砂岩泥質砂岩互層
となる。砂岩層は単層の厚さは約１～３ｍだが時に５ｍ以上になくり10°以下の低角度に斜交する葉
理を持っている。また泥質砂岩は部分的に非常に泥質になることがあり，そうした部分にはチュー
ブ状の直径lcm以下の生痕が存在することもある。ＵこⅢａ部層め大部分の砂岩はu-n a部層と同
様flaser bedding状を呈し，時折数ｍ～１ｍの厚さの平板状斜交層理砂岩を挟む（図版Ｉ－３）。
　上部は各セットの厚さ20～30cmほどの10°以下の低角度で斜交した中～粗粒の青灰色斜交層理砂
岩から始まる。その斜交する角度は上方にいくにつれて大きく士なり20～30°になる（図版1-4)。
また厚さ１～３ｍの無層理砂岩がしばしば挟まれ，上面に対称サヅプルが見られるﾉことが多く（図
版1-2),そのような砂岩は生物擾乱を受けている場合が多い。熊ケ瀬鼻KG-1において転石では
あるがＳｆｅｏｌｉthoｓ（図版Ⅵ-５）が観察された。さらにこの砂岩には多数の厚さ約5～10cmの炭質物
に富んだ黒色泥岩の薄層が挟まれており，砂岩中にも炭質植物片を含むことがある。また厚さ１ｍ
の暗灰色泥岩層を少なくとも２層挟み，それには甲殻類の巣穴跡Thalassinoides (図版VI- 6 ）∇が
密集する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●　　　　　　●●
　化石は下部から中部にかけてYaadia obsolataと小型の二枚貝が散点的に含まれ，所により小
さな密集レンズ（厚さ数cm，幅数10cm)をつくる（図版I-l)o上部ではカキ密集層が少なくとも
４ヵ所見られるが(KG-4, HS- 1 ， HS-2, HS- 3 ），そのうぢﾚHS一万2ではカキ化石が層理面に垂直
に伸びており，また一つのカキから他のカキが付着して伸びていﾉる産状も見られる。従ってこめカ
キ化石群は自生のカキ礁と思われる（図版VI- 9 ）。カキ殼は１個体の長さが50cmを越えるものも珍
しくない。その他に比較的大型のカキの破片が全層準にまれにみられる。なおこのカキ礁について
の詳細は別に報告予定である。　　　　　　　　　　　　　　　………
　ｂ部層　　▽　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　………∧I●●●●●●●●　　　●●●●　　　　　　●●
　熊ケ瀬鼻南部から東西に帯状に分布しており，平瀬崎西方の山稜にも露出している。主として層
厚２～５ｍのトラフ型斜交葉理を待った青灰色中～粗粒砂岩と厚さ0.3～2mの砂質葉理を待った
砂質泥岩の互層からなる。熊ケ瀬鼻では稀にハンモック状斜交葉理砂岩層が見られ，その下位では
泥岩のスランプ性徴摺曲構造も観察された。下部の砂岩にはしばﾉしば中～大規模のコンボリュージョ
ンが見られ，また砂岩層の下部あるいは中部に少量の泥岩偽疎尚（同時侵食陳）を含むことがある。
互層部の泥岩中にはThalassinoidesが見られることがあるが，そのほかの化石は未確認で
ある。
???????。???? ?
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　ｃ部層
　平良島の東南端の弁慶島付近に狭く分布する。ｂ部層との関係は観察されない。斜交葉理を待っ
た中～粗粒砂岩と様々の大きさの泥岩偽傑を多量に含んだ中～粗粒の砂岩からなり（図版n-2),
泥岩層の挟みはほとんど見られなかった。ｲﾋ石は得ていない。
　　Ｕ-IV層（層厚540m以上）
　本層は平良島に広く分布する。主に暗灰色泥岩からなり，しばしば大規模なスランプ層や泥岩偽肺
を含んだ砂岩を挟む。下位のＵ-Ⅲ層を整合に覆う。さらにその上限付近にっいては調査中である。
　最下部はＵ-Ⅲｃの砂岩の上には砂質葉理を待った暗灰色泥岩層がスランプ摺曲をなしており，
その上に砂質葉理を持つ暗灰色泥岩層がのる。この暗灰色泥岩層の下の方に石灰質榛が多数含まれ
ている層準がある。石灰質俸は円形か楕円形に近く，最も大きいもので径20cm程である。砂質葉理
は上の層準ほど密になり，また中粒のタービダイト砂岩層を挟むようになる。砂岩層の厚さは0.2
166 高知大学学術研究報告　第38巻(1989)　自然科学
～ｌｍでいずれも下位の泥岩を削り込んでいる。砂岩層には斜交葉理が観察されることが多く，ほ
とんどの場合多量の泥岩偽藻を含んでいる。これらの砂岩の下底にはフルートキャストや荷重痕な
どの底痕が見られることが多い。また砂岩層の中には堆積後に地滑りし，ブロック化しているもの
がある6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　尚　　　　十∇ｽ　　　……:＼
　さらにこの暗灰色泥岩層の上に泥岩勝ち砂岩泥岩互層が重なる。泥岩は厚さ50cm以上で，砂岩は
通常厚さ数cm，時に30～50cmほどで級化葉理ないし斜交葉理が見られることもある。砂岩底面には
しばしば幅1em以下，長さ30cm以上の直線状の生痕やその他めjタイプめ生痕がみられる。その上位
には厚さ数ｍの泥岩偽陳を多量に含む中粒砂岩層が２層ある。この砂岩層は下位の砂岩ブロックを
含む泥岩を大きく削り込んでいる。さらに上位には再びタービダイト砂岩を頻繁に挟む暗灰色泥岩
層がのる。この砂岩は厚さ10ぺ50cmで，ほとんどが幅iO～20mのレンズ状を呈すよ　　　　ｊ
　Ｕ-Ⅳ層の中部は下位から砂質葉理を持つ暗灰色泥岩層，大規模なスランプ層，泥岩偽疎を多数
含んだ中～粗粒の砂岩を頻繁に挟む暗灰色砂質泥岩層に変化する。最下位の泥岩層は一見，塊状で
20～30cm程め単位層からなる層状泥岩であるが，時折葉理の発達した砂質部（厚さ5～10cm)を挟
む。この泥岩中には，長径5～8 cm, 短径2～3cmの偏平な筒がネットワーク状に縦横30～40cm,
高さが3（ト50cm程に広がっている砂管（図版VI- 1 ）や層理面に平行な直径2.5cm程のOphiomoゆ/zα？
（図版VI･3）などの生痕化石が多数見られる。その上位のズデンプ層中には多量の砂質葉理を持つ
泥岩ブロックやフリッシュ様の砂岩泥岩互層のブロックが含まれている。こめスランプ層は黒浜，
平瀬，観音瀬崎南方に露出しているが，その上限，あるいは下限を断層で切られており，厚さは不
明である。ブロックの大きさは様々であるが，黒浜では100m規模のものが見られ（図版ｎ－１ ａ，
ｂ），このスランプ層が非常に厚いことがわかる。また平瀬では，スランプ層巾に泥質粗粒砂岩を
基質とし，泥岩や砂岩を陳として含んだ土石流堆積物がチャネル状に下位層を削り込んでいる産状
が観察され，このスランプ層が少なくとも２回の地滑り運動を記録していることがわかる。観音瀬
崎ではこのスランプ層の上位に泥岩偽俸を多量に含む粗粒～中粒砂岩層と暗灰色泥岩との互層が乗
る（図版n-3)。砂岩層の厚さ数10cm～3m程であり，薄いものは泥岩偽疎をあまり含まない。泥
岩の単層は最大数10cmの厚さしかない。 ２ｍ程の厚い砂岩層の中には泥岩偽榛の濃集層が２～３層
あり（図版Ｖ），この砂岩層が複数回の堆積によってできたことを示している。またこの砂岩層の
下底にはフルートキャストが見られる。一方，平瀬ではこれに比べ泥岩層が砂岩層よりやや厚く，
泥岩優勢である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　上部は厚さ約10cmの酸性凝灰岩層を１層挟んだ暗灰色泥岩層に始まり，その上に暗灰色泥岩とそ
のスランプ層，泥岩勝ち砂岩泥岩互層，偽呻に富んだ砂岩層を挟む暗灰色泥岩層といった３うの岩
相を繰り返す。暗灰色泥岩層の最下部にはfecal backfilled tubeの発達した部分がある（図版VI-
8）。スランプ層は時折泥岩ブロック状岩塊を多量に含んでおり，そのブロックは大きいもので50
cm以上にもなることがある。砂岩泥岩互層は厚さ2～10cmの青灰色砂岩ﾉと厚さ5･~20cmの暗灰色泥
岩の繰り返しであることが多い。砂岩には平行葉理が見られることが多く，その下底にフルートキャ
ストの見られるものもある（図版Ｉ－５）。泥岩には砂質葉理か存在し，径2～3cmの砂管が見られ
る。また暗灰色泥岩層に挟まれる偽疎に富んだ砂岩は通常厚さ0.5～2＼ｍだが，厚さ５ｍを越える
ものも見られる。これらの砂岩層は下位の泥岩を大きく削りこんでおり，その深度は時に数ｍに及
び，その規模はU-IV層下部のものよりはるかに大きい（図版IV）。
　化石は下部の石灰質傑からイノセラムスの破片が産出し，その他に暗灰色泥岩から直径2～7 cm
のウニが産する。ウニは砂質葉理が疎な部分から上方の密な部分にかけて次第に増える傾向がある
が，砂岩層が挟まれ始めるとみられなくなる。中部では暗灰色泥岩からウミユリNielｓｅｎｃｒinｕｓ　ｓp･
（鑑定は大路樹生博士による）が産し，その他にもウニや環形類のＴｏｓａｌｏｒbiｓ?（図版VI-4)と思
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われるものが産した。またスランプ層中からはInoceramus (Plaりceramus) sp.を得た。上部か
らは二枚貝Portlandiaやウニ，巻貝，ずンモナイト7旨ｏΓagoni£es sp. などを採集しており，ま
た上部の中程の互層部から転石ではあるが，大型脊椎動物の骨片を発見した。その他に上部からは
稀にSphenoceramus schmidtiが出る。また最上部近くの暗灰色泥岩には幅約２ｍ，厚さ3cmのＳ.
ｓcfiTTiidtiのみからなる密集層が見つかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　なお, Ｓ.　ｓcfimidtiの密集層と，大型脊椎動物については別の機会に報告する予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　　　比
　本調査地域からは時代決定に有効なアンモナイト，微化石は産出していない。二枚貝ではイノセ
ラムス，三角貝などが産出しており，これらと天草下島との対比を参考にすれば，次のようになる。
時代についてはＵ-１層よりSphenoむｅΓamus orientalisが産出し（田代・野田, 1973), U-nbか
らSphenoceramus ｓｃん?ｄ£i，Ｕ-Ⅲａ部層からYaadia obsolataが産出することなどを考えあわせ
るとＵ-Ｉ層からＵ-Ⅲ層まではカツパニアン下部から上部まで，Ｕ-IV層は対比される天草下島から
Ｂａｃｕlitｅｓｒｅχ，ｌｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｇｏｌｄ∫ｌ↓ｓioｒｕiｓが産出すること（田代・野田, 1973 ；田代・大塚, 1976),
カンパニアシ上部からマストリヒチアン下部の有孔虫が産出していること（高柳・安巳1980）な
どから大部分はマストリヒチアｙ下部に含まれるものと思われる。また，天草下島に於いては吉田
ほか(1985)のフィッショントラック年代からＵ-Ⅲａ，ｂ部層は79.9±3.7my, 66.4±3.3myでカ
ンパニアンからマズトリヒチアン, U-IV c部層は60.3±2.9myでサネシアンを示している。以上の
ことから本地域の姫浦層群上部亜層群は，Ｕ-Ｉ層からＵ-Ⅲａ部層までがカンパニアンの主部，Ｕ-
Ⅲｂ部層：はカンパニすン最上部，調査範囲のＵ-Ⅳ層はマストリヒチアンに対比され，第三系には
及んでいない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　従来，カンパニアン中期の示準化石とされてきた励みenoceramus schmidtiがマストリヒチアン
まで生存しており，7）latｙｃｅｒｏｍｕｓ類もいくつかの“近縁種”が同一産地から産するなどのj問題点
が明らかとなり（第１表），今後生層序学的及び古生物学的再検討が必要である。　　　　十
　　　　　　レ第１表。甑島地域の姫浦層群上部亜層群産イノセラムス化石のリスト
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　＝　ニ　　　　　　　エ　　　　　　　堆積相について∧　　　ト　　･･。。　・。･。　　･･。　。･･。　･。｡
　Ｕ-Ｉ層からＵ･IV層までの岩相の変化は大局的には暗灰色泥質岩相と厚層砂岩相との繰り返しで
ある。しかしu-n,Ⅲ層の砂岩層が様々の規模の斜交層理砂岩層から成るのに対し,しＵ-IV層中に
みられる砂岩層はタービダイト的なもφが多い。しまた泥岩相についてもＵ-IV層ではスランプ構造
が多くみられるが，下位のＵ-Ｉ層からＵ-Ⅲ層比かけてはあまり＼見られない等の違いがみられる。
従って, U-I層からＵ-Ⅲ層ま/でとU-IV層とではその堆積環境に大きな違いがあることが推察さ
れる。　　　　＜　　　上　　六　　　　　　　　　　　　･。･･。･。･。　･･･　。。　･･　　　。。･　　　・。
　Ｕ-Ｉ層については現在観察できないが，田代・野田(1973), Tashiro (1976)の記述を見る限
り後に述べるu-n ｂ↓，ｂ３と類似する。
　Ｕ一耳層下部のu-na部層の砂岩はflaser beddingで特徴づけられる。 flaser bedding はその成
因に関しては諸説がありJ不明であるが，現在の海では潮間帯から潮下帯（最大30m）にかけて見ら
れる(Allen, 1984)。また，木層の下部にあたる夜萩浦の砂岩泥質岩互層部ではハンモックヶ状斜交
葉理砂岩がみられ，泥質岩中には生痕が多くみられるなど，一時期周囲の砂岩相よりやや深い場で
のあらしの影響下にあったことも推定される。このことは砂岩相からＹａｏｄｉａ,Apiotrigonia (エ
リアめ突壽でた種類）し等が産出し，浅海性の環境が推定岑れるごとと調和する。犬またＧりりｍｅｒiｓ，
Inoceramus等を産することから同時に公海性の環境も推定される。 u-n ｂ ｌ は下位層から漸移し,=
無層理泥質砂岩から層状泥岩へと変化する。u-nb↓の下部の砂質部からはμicrotrigonia, Glyc-
:ｖｍｅｒlｓ，Ｌｏｉｏ，“!ｎｏｃｅｒａｍｕｓ”等を産七,上部の泥質部からＰｏｒtｌａｎｄｉａ， Ｎａｎｏｎａｕiｓ, Ｓｐｈｅｎｏｃｃｒａｍｕｓ，
アンモナイト√オウムガイ等が産出する。従って，上方に向かってその堆積深度が増していること
が推定される。十吹切浦南部では層状泥岩中に連続性の良くない極細粒砂岩の葉理がみられ，これは
形態上の類似からstorm sand layer (Hayes, 1967他）に比較されるであろう。従って，岩相と化
石相から見ると浅海から陸棚上のstorm wave base付近までのゆjるやかな“海進”が推定される。
一部に嫌気性と思われる生痕化石(fecal backfilled tube) (図版Ⅵ-８）の見られる部分もjある。
しかしu-n ｂ １ の最上部では徐々に砂質岩が多くなり, u-n ｂ ２のflaser bedding の発達した砂
岩相ぺと移化する。 u-n ｂ ２のflaser bedding はu-n a部層めものに比べ。各セットの規模が小
さい。:ｲﾋ石はLoxoやGl'ｖｃｙｍｅｒiｓの密集やＹａａｄｉａ.を確認したのみで，岩相的には類似するu-n
ａ部層の砂岩相に比べやや深い環境を示すのかもしれない。u-nb ３になると再び砂岩泥質岩互
層を介して泥岩相へ移化し,＼下部ではstorm sand layer に比較される砂質葉理を挟むが，上部で
は無層理の層状泥岩となり, Chondritesやfecal backfilled tube の見られる部分もある。ｲﾋ石相
はＵ-Ｉｌｂ１のそれと類似するが，上部の層状泥岩では貧相で，まれにSphenoceΓamus Schmidt i
のみからなる口ロニー様のレンズ状密集層を造っていることが特筆され，木種の生態を知る上で重
要である。従って, u-n ｂ ３ はu-nb 1と同様, storm wave base付近の陸棚ではあったが，ピー
ク時にはそれよりはやや深い環境であったと思われる。u-nb 3最上部は砂岩層jを挟むようにな
り，Ｕ-Ⅲ層に漸移する。　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　Ｕ-Ⅲａ部層は下部から上部にかけての大部分がu-n ａ部層にみられるようなflaserしbeddingの
発達した砂岩で，下部には厚さ２ｍ程の炭質泥岩を挟むことがある。中部では泥質岩を頻繁に挟み，
部分的に砂岩泥質岩互層を呈す。ｲﾋ石は下部から中部にかけてＹａａｄｉａの散点的な産出で特徴づけ
られるが，中部の互層の発達した部分にはＧ砂政即?ｓの密集層の見られることもある。この互層
部では泥質岩中に砂岩レンズが挟まれ，また砂岩中には小型二枚貝のレンズ状濃集部があり（図版
　I-l),これもストーム波浪時の掃き寄せであろう。本部層の上部ではトラフ型斜交層理が卓越し，
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各セット)の長さが通常ｉ～２ｍ程であるごが,尚最上部Tt=は数血=｡に達する:j……=:lと:･jの,万砂岩単層め下部には泥
岩偽疎を含むこともあるよまた時折,ト炭質物を含む泥岩や√炭質泥岩薄層を挟む。ﾚ従づ=で，下部ヽ･
中部はu-na部層と同様に極浅海で，時折れずかtこj海水準が上昇＼し粒りﾉ,………jあ゜るtヽ万44;jまれ桜沼沢地
あるいはそれごに近似した環境下にあ‥=うたと考えyられる√そｿﾞれに対して↓……j……上部くは極浅瀬或Tさはあるが，
むしろ河川の影響下に形成された堆積物であることが推定で=きるjJ……:ﾉまた上部には:l~2mの厚さの
塊状泥質砂岩層が挟まれ，この中には自生の力牛礁が観察=ざれ,y……少なｿﾞく………と:もjブ時期に内湾性の環境
下にあづたことが考えゲられるレこの泥質砂岩層の上位米下位ﾀ)泥岩中ﾉにｹﾞはﾉＴｈａｌａｓｓｉｎｏｉｄｅｓが発達
し，その上位ではSfeolitｈｏｓが発達=しでおり√潮間帯付近Tｾｹの積極的=な生物活動が読み取れる。犬
ＵごⅢｂ部層では泥質岩の挟在が著七く△な=り√下部首はズ＼デ=ダプ構造も観察‥さﾚれる⊇また本部層
の砂岩層は中規模のトラブ型の斜交層理を主体とするﾉがに砂岩層=の基底は下位の泥岩を削剥する小
チャネル構造jも見られる。＼こめよう＼な砂岩層とと＼もにケソ脊=ノグ状斜交層理砂岩も=観察ﾚされに本部
層が下位のＵﾆⅢ）部層に比べ,ｙ例えばデ=ルタ前置部〉(prod小巨鎚幽φ祚くなﾚどのjやや深い環境下で
堆積したことが考えられる。 u-m ｃ１部層でjは砂岩層牛=に多量の=泥岩偽疎か含まれ＆ことから√堆
積盆の急激な沈降と粗粒砕屑物の多量供給が起ごらﾄたも=のと思=われる6………＼万万…………:　::
　Ｕ-Ⅳ部層の下部では塊状ないしは葉理を伴う泥岩相とズラヅ=プやﾀﾉ÷ピ＼ダイ下相と/が繰り返し
ており,＼堆積盆の急激な沈降と埋積が繰り返し起こらﾄたごと斜卜か:岑レケこ丿の運動ばじ脚部層の中
部から上部でも引続き，特に中部では100 m規模めブ:ねﾉﾂﾞﾀﾞｸ………=柴含むｽﾞｿﾀﾞ＼ｼﾌﾟ層が:あり,(万万姐
-････・･･　　　－　　■　　・部亜層群で=は最大規模め沈降運動を示す6またタ叶ビダイノト
クを含む土石流堆積物も多いノこれら
で20m以上も掘り下げたチャネルも=報告さこれており∧=(田中）/寺
さを反映していると考えられる。化石は余り多ぐないが,丿下部
ユリ等が産出し:上部の中部"C Portlandia, Nanonavis等め二
的深い動物相を示す。しか=しＯｐｆｉｉｏｍｏｒpfia？十や甲殻類のﾉもﾚφﾉ･
ソのみられることもある=トこめような層準では連続性の良ﾉくﾚな
運動の後に陸棚遠海域近くの深度まで堆積盆が埋積ざれた可能
filled tubeの発達する層準が下部から中部にかけてみられ,/嫌
ることから，ﾀﾞU-IV部層に化石の少ないﾄことがうなづ廿ﾄる⊇:部
ｓｃｈｍｉｄti=の密集しか自生の産状が観察ざれ，今後古生態的研究
　以上述べてきた岩相と化石相から当地域で観察jされ=る白亜系
からＵ-Ⅲ層まセ，陸棚上のstorm wave base付近か＼ら始ま……Iり<l
達する深度変化を大き＼‥く＼3度繰り返七ている＼よこれは遠海域かj
わち，デルタ堆積体の消長を反映していると思われる丁浅海相
端斜面部までの微妙な環境変化の繰り返しもあうたよﾉうﾔﾉあ……る=
(Tashiro ｅt al｡1980)では明瞭な非対称上方粗粒化=サイしｸ＼ﾉ臼
では天草に比べやや沖合いぱ位置していたため非対称性がそれ
われる。 Ｕ-ｍ層堆積時の最後期から急激な沈降が始ま……:りI=,j jJ u-r
ものと思われる。この沈降運動がスｊｙプや土石流などの厚い
一般にＵﾆIV層はstorm:wave baseよりかなり深く，
天草下島では近年，堆積サイクルを重視した
1980)○(第２図)，その延長にあたるﾉ甑島でも士ご
は天草下島を含めて行う=づもりである=が,ト現時点でぱ1:U-:I
２，３：U-nb 3→Ｕ-Ⅲ,犬４：ＵふIVの.=4サイクルが提唱で毒よ:=うｿ，………:ﾉ………1万
のブロッ
ﾐｽ=削1り込み,]……通常数皿,=最大
'3),……:当･｡万時1の｡造･構運動の活発
aSでブ1シブレク類の:ヴェ√ウミ
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り=るﾉ巣穴状の口ンクリーショ
腿Eを挟むぺこ△とが多万く，沈降
しら)れくる:ふ………ま｡六
老が広がったﾉことが考えられ
り最上部で::Ｓｐｆｉｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ
5予定であくる＼。ﾚ〉……………
I
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　このような砂岩卓越相と泥岩卓越相との岩相変化は上述した天草下島と同様に和泉層群でも見こら
れる。近年，和泉層群では中央構造線の右横ずれに伴う段階的な堆積盆の東進と非常に厚い重力流
堆積物の形成とを関連づけて捉えるようになってい‥る(Tanaka, 1988)。和泉層群と同時代層であ
る姫浦層群上部亜層群とが大局的に似たような岩相変化をたどっているということは後者が中央構
造線の動きを敏感に反映しているせいであろう(Tashiro et aし1980)。姫浦層群上部に嫌気的環
境が推定できることは，白亜期末でめ汎世界的海退事象が顕著であることと考え合わせるlと,乙姫浦
層群堆積盆の限定的な沈降現象に起因する可能性が高い6=従って，今後両層群の堆積相をより詳
しく解析していけば，白亜紀末期における中央構造線のより細かい動きを知ることができるであ
ろう。　ノ　犬　　ト＝　　‥‥‥　　　‥‥　　　‥‥　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　し　‥‥‥　　‥　‥　　　　まノとしめ………＝………　　　………づ
コ以上述べてきたことをまとめると以下のようになる。犬　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
１．下甑島，平良島に分布する姫浦層群上部亜層群は岩相上にU-I層からＵ-Ⅳ層に区分される。
これはTashiro (1976)の岩相区分にほぼ合うが,しＵ-Ｈ層の細分において異なる。産出化石及び天
草下島との比較から，Ｕ･Ｉ層からＵ-Ⅲ層までがカンパニアン，Ｕ-Ⅳ層はマストリヒチアンの下部
に対比され，調査範囲内では白亜紀/第三紀境界には及んでいない。=　　　し　‥‥‥
２．多量の化石を得ることができ√特にイノyセラムス科二枚貝について新知見が得られたｏ Ｓｐｈｃｎ,一
心ceramus schmidぴは従来知られているよしり乙生存期間が長く，マストしﾘﾋ｡チアンに及ぶ。Ｉｎｏｃｅｒ-
amus (Ｐｌａtｙｃｅｒａｍｕｓ）に属する“近縁種”が多く産する。　　　　　＝　万‥‥‥‥‥　‥　‥‥
3. U-I層からＵ-Ⅳ層までの堆積相を考察した。十Ｕ-Ｉ層からＵ４層までは陸棚遠海域から極浅
海性の環境変化を大きく３回繰り返しており，Ｕ-Ⅲａ部層の上部では河川の影響下に入り，≒時
内湾的な環境になうた。これはデルタの前進後退を反映しているかもしれない。ニU-IV層になると
堆積盆の急激な沈降が起こり，その後，埋積と沈降を繰り犬返した。この沈降運動の最盛期いはU-IV
層中部で，ここでは100m規模のブロ=ツクを含むスランプ層が発達している6またチャネル堆積物
の発達も著しい。　　･･。・　。･･　　　。･　，Ｉ･。。・。･。　。･。・・　　　･･･　。・　・・　　・。･。
４．４回の上方粗粒化サイクルが識別できるが，天草下島(Tashiro ｅt al., 1980)ほどサイダクルの
非対称性は著レしくないレこれば当地域が当時天草地域に比べ√沖合いにあったためであろう。今後，
この上方粗粒化サイクルに着目して岩相区分を行う必要がある。　　　　　■■　　　■■　　　　■
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１．熊ケ瀬鼻南海岸のＵｉⅢａ部層中部に見られる小型二枚貝め密集レンズ。
２．熊ケ瀬鼻で見られる波状漣痕。Ｕ-Ⅲａ部層上部。
３．Ｕ-Ⅲａ部層に特徴的なflaser beddingの発達した砂岩。時折平板型砂岩層（厚さ
　約30cm）を挟む。寺家海岸。スケールは30cm。　　　　＼
4. U-Ⅲａ部層上部のトラフ型斜交層理砂岩。平瀬崎。スケーノレは約２=ｍ。
５．鍋倉浦北方の砂岩泥岩互層。 U-IV層上部。　　　……1
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(ａ)黒浜のフリヶツしシュ様の砂岩泥岩互層よﾄごの
であjる。 Ｕ-Ⅳ層中部よ＼山の標高90m。∧……万,万万ﾕ
(b)は(ａ)の矢印の部分でみられる砂岩泥岩互I
た＼“基質"部分。上矢印はハンマこを指すレ∧∧
Ｕ,Ⅲｄ部層の泥岩偽俸を多量に含む砂岩層jよ
けた∧“基質"部分。土矢印はハンマムを指すよ∧………I=
. U-IV層中部のyス＼ランプ層とその上位にのる
層。＼観音瀬崎南方。‥‥‥‥‥:………:……　万……………万j
中のブ４ツ
する剪断を受
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　円崎のu-n a部層からu-nb上部層ま
層の境界を示す。＼………………j……………………………
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図　版　Ⅲ
U-IV層上部の大規模なチャネルよ馬乗崎南方6……
図版IV
　泥岩偽疎に富む砂岩層の産状。∇U-IV層中部単÷4
～/3層ある。観音瀬崎南方レスヶ－ルは画面中央ｻこ
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図……版
１ト白崎め砂質泥岩中にみられるネッレト≒ワグニ丿
2. loc. UK-6 (U-n｡ｂ∧１ダ部層）しでみられる
3. U-IV層中部にみらﾚれる層理面に平行な巣
４Ｌ白崎の砂質泥岩中にみ雍れるTosalorhis'i
5∠熊ケ瀬鼻のSfeolithoｓレＵ-Ⅲﾄａ部層上部。
６。砂質泥岩中に発達したＴね(!laｓｓiｒｉｏｉｄｅｓｏＵよ
ﾚよ白崎。
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８．鍋倉浦北方でみられるfりcal back印16d tubeo△Ｕ:４Ｖ層上部ら……:｡j…………………:万１
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